
12

学
　
問

楠
く す
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　イネ（1827～1903）

　日本人初の女医。産科医。肥
ひ

前
ぜん

国長崎（現、長崎県長崎市）出
身。シーボルトとお滝（楠

くす

本
もと

滝
たき

）の娘。シーボルト事件により父
と別れ、宇和郡卯

う

之
の

町
まち

（現、西予市）の二
にの

宮
みや

敬
けい

作
さく

のもとで蘭学を
学ぶ。医者になることを志し、弘化２（1845）年から25年間、西
日本の各地で石

いし

井
い

宗
そう

謙
けん

をはじめとするシーボルトの門下生や長
崎に来ていた外国人医師から医学を学び、産科の最新技術を身
につけ、安政元（1854）年からは、再び敬作のもとで修業した。
明治３（1870）年、東京で産科を開業し、明治６（1873）年には、
福
ふく

沢
ざわ

諭
ゆ

吉
きち

らの推薦で宮内省御用掛になり、明治天皇の皇子御誕
生に立ち会った。

略 歴
文政10（1827）年５月６日 　肥前国長崎に生まれる。
文政12（1829）年12月５日 　父シーボルト、シーボルト事件により国禁（入国禁止）となり、日本を去る。
天保11（1840）年　　　　 　宇和郡卯之町の二宮敬作のもとを訪れて蘭学を学び、医師を志す。
弘化２（1845）年２月　　 　備

び

前
ぜん

国岡山（現、岡山県岡山市）の石井宗謙のもとで産科を修業
嘉永４（1851）年10月　　 　長崎の阿

あ

部
べ

魯
ろ

庵
あん

のもとで産科を修業
嘉永５（1852）年２月７日 　娘・高子が生まれる。
安政元（1854）年11月　　 　宇和郡卯之町の二宮敬作のもとで産科を修業
安政３（1856）年３月　　 　二宮敬作とともに長崎に帰郷
安政６（1859）年　　　　 　父・シーボルト再来日。再会を果たす。長崎において、ポンペのもとで産科を修業
文久２（1862）年　　　　 　ボードインのもとで産科を修業
慶応２（1866）年　　　　 　マンスフェルトのもとで産科を修業
明治３（1870）年２月　　 　東京に出て、築

つき

地
じ

に産科医を開業
明治６（1873）年７月31日 　宮内省御用掛を拝命
　　　　　　　９月7日 　若宮誕生に携わる。
明治36（1903）年８月26日 　東京において77歳で永眠
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